
【結果の概要】
大阪市平均を上回ったものは、男子３種目、女子２種目であった。男女ともに20ｍシャトルランが約１ポイント上回った。しかし、体

力合計点は、男女ともに下回っていて、特に立ち幅とびでは、平均値が10ｃｍ以上下回った。
質問項目「運動やスポーツをすることは好き」と最も肯定的に回答する人数の割合は、大阪市、全国と変わらないが、「１週間の総運動時

間が60分未満の児童生徒の割合」は、男女ともに高く、とくに女子は、全曜日で60分未満だった。
【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】
体力向上アクションプランに基づいた年３回の体力向上の取り組み（なわとび、かけ足、おおなわとび）は、計画どおり実施した。また、「体

育の授業で、友達と助け合ったり、教え合ったりする学習で、できたり、わかったりすること」についての質問に、肯定的に回答する児童の
割合は、全国、大阪市よりも高かった。意欲的に運動したり、友だちとともに運動することが好きだったりする児童は多い。この気持ちを
損なうことなく、運動能力の向上につなげていく必要がある。具体的には、授業にはＩＣＴを活用し、自分の動きを見える化し、正しい動
きの習得を図るようにする。また、学習カードが授業のふりかえりだけでなく、日常生活における運動の習慣化にもつながるように工夫
する。
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【安心・安全な教育の実現】
〇小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を95％以上にする。(令和５年度 94.4％)
〇小学校学力経年調査における「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を95％以上にする。（令和
５年度 94.3％）

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対
して、最も肯定的な「当てはまる」と回答する児童の割合を45％以上にする。（令和５年度 44.5％）
〇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する
児童の割合を68％以上にする。（令和５年度 66.6％）

【学びを支える教育環境の充実】
〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の85％以上にする。
〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基準１を満たす教職員の割合を50％以上にする。（令
和５年度 43.4％）
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【種目別平均値】
項目 握力（kg） 上体起こし（回数） 長座体前屈（cm） 反復横跳び（回数） 20ｍシャトルラン（回数） 50ｍ走（秒） 立ち幅とび（㎝）ボール投げ（ｍ）体力合計点（点）
男子 15.40 19.67 31.56 40.06 46.29 9.62 136.65 19.16 50.63
女子 15.41 17.41 38.17 35.05 36.29 10.09 129.59 11.37 50.61

【平均正答率（％）】
国語 算数
68 63


